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小
水
力
・
地
熱

地元とともに自然とともに
再エネで地域活性化に貢献

エネフォレストトップインタビュー

　
売
電
収
益
を
用
水
路
の

　
維
持
管
理
に
活
か
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
立
ち
上
げ
、
実
際
に
発

電
所
の
建
設
を
進
め
て
い
く

中
で
、
切
実
な
問
題
を
抱
え

る
地
域
の
現
状
を
知
り
ま
し

た
。
例
え
ば
農
業
従
事
者
の

減
少
の
理
由
の
一
つ
に
農
業

九
州
を
基
盤
に
、
地
域
主
導
に
よ
る
再
エ
ネ
導
入
を

支
援
し
続
け
る
エ
ネ
フ
ォ
レ
ス
ト
（
大
分
市
）。
木
原

寿
彦
氏
は
、
同
社
の
再
エ
ネ
事
業
を
立
ち
上
げ
、
小
水

力
を
中
心
に
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き
た

九
州
再
エ
ネ
界
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
だ
。
再
エ
ネ
へ
の
熱

い
想
い
、目
指
し
て
い
る
未
来
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

用
水
路
の
維
持
管

理
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。

農
家
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
が
農

業
を
や
り
づ
ら
い

環
境
を
作
り
出

し
、
さ
ら
に
農
業

従
事
者
が
減
少
す

る
。
今
の
日
本
の

農
業
は
そ
ん
な
悪
循
環
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の

で
す
。

私
た
ち
は
そ
ん
な
状
況
を

改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
日
本
の
農
地
に
は
豊
か

な
自
然
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
地
域
の
宝
を

活
用
し
て
発
電
所
を
建
設

し
、
売
電
収
入
を
用
水
路
の

維
持
管
理
に
充
て
れ
ば
、
農

業
が
も
っ
と
や
り
や
す
い
環

境
に
な
り
、
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
の
で

す
。
弊
社
が
完
成
し
た
発
電

所
は
地
域
の
農
業
に
お
役
立

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
通
し
て
、
地
域
の

　
た
め
に
役
立
ち
た
い

弊
社
の
強
み
の
一
つ
は
、

小
水
力
発
電
・
地
熱
発
電
・

太
陽
光
発
電
を
中
心
に
「
幅

広
い
発
電
シ
ス
テ
ム
を
提
案

で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
」
で
す
。

現
在
九
州
内
７
カ
所
で
弊
社

が
建
設
し
た
小
水
力
発
電
所

が
稼
働
し
て
お
り
、
地
元
大

分
県
内
で
は
地
域
の
皆
様
と

連
携
し
た
地
熱
発
電
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
強
み
は
、
計
画

の
立
案
、
調
査
、
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
製
作
、
施

工
、
完
成
後
の
運
用
管
理
ま

で
を
、「
一
括
受
注
か
ら
一

部
業
務
の
請
負
ま
で
、
ご
要

望
に
合
わ
せ
て
提
供
で
き

る
」
こ
と
で
す
。
お
客
様
の

ご
要
望
や
計
画
地
の
特
徴
に

合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
発
電
装

置
を
開
発
で
き
る
技
術
力
が

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、「
事

業
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
い

う
熱
い
想
い
で
す
。

　
豊
か
な
資
源
を
未
来
に

　
還
元
さ
せ
る
た
め
に

現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な

壁
が
あ
り
ま
し
た
。
発
電
シ

ス
テ
ム
の
不
具
合
、
地
域
の

方
々
と
の
向
き
合
い
方
、
資

金
繰
り
…
…
挙
げ
れ
ば
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な

と
き
も
「
必
ず
で
き
る
」
と

信
じ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
大
分
県
内
で
進
行
し

て
い
る
地
熱
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
、
当
初
は
「
民
間
企

業
が
掘
削
か
ら
行
う
地
熱
発

電
事
業
は
前
例
が
な
い
か
ら

難
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
信
念
を
曲
げ

る
こ
と
な
く
や
り
続
け
た
結

果
、
現
在
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
噴
気
試
験
の
段
階
ま
で
漕

ぎ
着
け
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
通
じ
て
、
日
本
の
農
業

に
活
気
を
取
り
戻
す
お
手
伝

い
を
し
た
い
。
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
実
現
す
る
お

手
伝
い
を
し
た
い
。
そ
ん
な

想
い
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
豊
か
な
資
源

が
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の

生
活
、
そ
し
て
未
来
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目

指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
姿

で
す
。

安部重機建設小水力発電所（大分県）

富士電機製蒸気タービン

◀
九
州
電
力
滝
上
発
電
所

九
州
電
力
滝
上
発
電
所
に
発

電
用
蒸
気
を
供
給
し
て
い
る

出
光
大
分
地
熱
の
施
設
◀

専務取締役  木原 寿彦 氏

富
士
電
機
は
３
月
10
日
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
の

「
セ
イ
ス
タ
レ
イ
キ
ル
地
熱

発
電
所
」
向
け
に
発
電
設
備

を
受
注
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。同

社
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
電
力

公
社
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
バ
ル

ケ
デ
ュ
ー
ル
社
と
共
同
で
受

注
し
た
。
富
士
電
機
は
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
を
設

計
・
製
造
・
供
給
し
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
現
地
に
て
据
付
・

試
運
転
を
行
い
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
電
力
公
社
に
引
き
渡
す
。

同
地
熱
発
電
所
は
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
北
東
部
（
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
第
二
の
都
市
ア
ー
ク

レ
イ
リ
の
東
北
東
約
50
㌔

㍍
）
に
位
置
し
、
発
電
容
量

は
45
㍋
㍗
。
稼
働
時
期
は
、

２
０
１
７
年
10
月
か
ら
を
予

定
し
て
い
る
。

富
士
電
機
は
こ
れ
ま
で
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
地

熱
資
源
賦
存
量
の
多
い
ア
ジ

ア
・
ア
メ
リ
カ
・
中
南
米
、

さ
ら
に
は
日
本
で
地
熱
発
電

所
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
き
た
。
同
社
は
１
９

６
０
年
以
来
、
国
内
外
で
71

台
、
２
７
８
７
㍋
㍗
（
う
ち

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
６
台
、
２
１

９
㍋
㍗
）
の
地
熱
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
発
電
設
備
を
納
入
。
２

０
０
４
年
～
２
０
１
３
年
の

10
年
間
の
納
入
実
績
は
21

台
、
１
０
６
８
㍋
㍗
で
、
世

界
シ
ェ
ア
１
位
（
40
％
）
を

誇
っ
て
い
る
。

同
社
は
「
今
後
も
、
地
熱

発
電
特
有
の
耐
食
（
耐
腐

食
・
耐
侵
食
）
技
術

や
豊
富
な
実
績
に
裏

打
ち
さ
れ
た
信
頼
性

の
高
い
発
電
設
備
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

通
じ
て
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す

る
と
と
も
に
、
低
炭

素
社
会
等
の
社
会
的

要
請
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
い
う
。

な
お
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
活
用
し
て
お

り
、
年
間
発
電
量
の
ほ
と
ん

ど
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
が
担
っ
て
い
る
。
地
熱

発
電
の
割
合
は
、
水
力
発
電

に
次
ぐ
27
％
超
で
あ
り
、
今

後
も
世
界
有
数
の
地
熱
資
源

賦
存
量
を
背
景
に
、
複
数
の

地
熱
発
電
所
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

出
光
興
産
は
こ
の
ほ
ど
、

子
会
社
で
あ
る
出
光
大
分
地

熱
の
滝
上
事
業
所
（
大
分
県

九
重
町
）
に
「
滝
上
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
所
」
を
建
設
す
る

と
発
表
し
た
。
熱
水
の
有
効

利
用
を
目
的
と
し
て
、
同
事

業
所
の
生
産
１
号
基
地
内
に

発
電
所
を
設
け
る
計
画
だ
。

地
熱
発
電
所
で
あ
る

九
州
電
力
滝
上
発
電
所
は

１
９
９
６
年
、
温
泉
地
と
し

て
名
高
い
大
分
県
九
重
町
で

運
転
を
開
始
し
た
。
以
来
、

出
光
大
分
地
熱
滝
上
事
業
所

は
出
力
２
万
５
０
０
０
㌗
に

相
当
す
る
発
電
用
蒸
気
を
同

発
電
所
に
供
給
し
て
き
た
。

同
発
電
所
で
は
、
蒸
気

井
か
ら
噴
出
し
た
蒸
気
と
熱

水
を
気
水
分
離
器
（
セ
パ

レ
ー
タ
ー
）
で
分
離
し
、
蒸

気
は
発
電
所
へ
、
熱
水
は
還

元
井
に
導
い
て
い
る
。
発
電

部
門
を
九
州
電
力
、
蒸
気
部

門
を
出
光
大
分
地
熱
が
担
当

し
て
い
る
。「
滝
上
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
」
は
、
こ
の
熱
水

を
有
効
利
用
す
る
。

熱
源
と
な
る
水
と
低
沸

点
媒
体
の
２
つ
の
流
体
を
活

用
す
る
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

は
、
地
熱
発
電
に
お
け
る
発

電
方
式
の
ひ
と
つ
。
従
来
よ

り
も
低
い
温
度
の
蒸
気
、
熱

水
で
発
電
が
可
能
に
な
る
。

「
滝
上
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
」

の
発
電
容
量
は
５
０
５
０

㌗
。
稼
働
は
２
０
１
７
年
３

月
を
予
定
し
て
い
る
。

大
分
県
は
地
熱
発
電
で

日
本
一
の
発
電
規
模
を
誇
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
九
重
町

に
は
、
地
熱
発
電
所
が
大
規

模
か
ら
小
規
模
ま
で
６
つ
以

上
の
発
電
所
が
あ
る
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
発
電
設
備
を
受
注

セ
イ
ス
タ
レ
イ
キ
ル
地
熱
発
電
所

富士電機

出
光
子
会
社
、
大
分
県
の
事
業
所
に

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
建
設
を
決
定


